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御礼のごあいさつ



実　施　概　要

　① ＩＴエンジニアや学生が「こおりやま広域連携中枢都市圏　
　　　（こおりやま広域圏）」を題材に、地域活性化や課題解決　　
　　　に貢献するアプリ開発のアイデアと技術を競う。
 ②福島県のデジタル人材育成と交流への貢献を図り、新た
　　　な発想を生み出す契機にする。
 ③ 地域密着型ハッカソンとして地元の観光スポットや特産　　
　　　物などに目を向け、魅力を発信する。

　２０２３年 ９月９日（土）～ ９月１０日（日）
　郡山市少年湖畔の村　　（郡山市湖南町横沢）

　 「こおりやま広域圏」を題材ににしたアプリのプロトタイプを
　　制作。プレゼンテーションで発表。 優秀作品を表彰する。

　　 ふくしまプログラミング推進協議会 / 共催　郡山市少年湖
　　　畔の村

　 日本マイクロソフト株式会社、 NTT東日本福島支店、学校
　　法人国際総合学園FSGカレッジリーグ, ＪＡ福島さくら、
　　公益財団法人三菱商事復興支援財団、株式会社福島情
　　報処理センター、株式会社エフコム、福島コンピューターシ
　　ステム株式会社、新電力福島株式会社、株式会社ティー
　　ビーケー・システムエンジニアリング

 　 郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、大玉村、鏡
　　石町、天栄村、磐梯町、猪苗代町、 石川町、玉川村、平田
　　村、浅川町、古殿町、三春町、小野町、福島県情報産業協
　　会、福島中央テレビ



ハッカソンキャンプｉｎ猪苗代湖畔特設サイト開設（１）



ハッカソンキャンプｉｎ猪苗代湖畔特設サイト開設（２）

るように最適化を図りました。



参加チーム募集

参加チーム募集チラシ

IT勉強会支援プラットフォーム
「connpass」

参加チーム募集広告（福島民友新聞７月２３日付・２面）



会　場　設　営



地域密着型ハッカソン（6次化・食の魅力発信）

郡山市の国際ビューティー＆フード大学校パティシエ
　学科の学生が特製スイーツを提供しました。
　２日間にわたり、「スイーツタイム」を設け、「ふく　しま
　逢瀬ワイナリー」の商品と県産果物を使った新作スイ
　ーツを学生たちが会場でプレゼンテーション。　ハッ
カソン参加者たちがおいしさに心を和ませました。
　一日目はワインゼリーとクラッシュジュレ。
　二日目はリキュールを使い、パウンドケーキとマ
　カロンなどを織り交ぜた焼き菓子。

　　【湖南高校そば部】
地元特産「湖南そば」の振興に取り組む
湖南高校そば部の生徒さんたちが修練を
積んで磨いたそば打ちの技を発揮した手
打ちそばを提供。プレゼンテーションでは
部活動、湖南そばの魅力をハッカソンの参
加者にPRしました。

 【副賞に圏内１７市町村の特産品】
優れたアプリ開発で入賞した各チームに贈る副
賞として圏内１７市町村の特産品セットを贈った。
特産品の選定は、福島県観光物産館の協力を
得て、多彩な品揃えを実現。参加者たちに、17
市町村自慢の特産品を持ち帰ってもらいました。。

【参加賞に地元産トマトとナシ】
参加賞として贈ったのは、、湖南町産の
トマトの箱詰めと、郡山産のナシ。
　いずれも郡山市が品質、おいしさを誇る
農産物として人気があり、郡山の食の魅力
発信を図りました。



交 流 活 動

【バーベキュー交流会】
プログラミングによるイノベーション、
豊かな地域づくりを目指すＩＴエンジ
ニアや学生の皆さんが出会い、交流
する場を提供。キャンプ場でバーベ
キューを楽しみ、会話が弾みました。

【キャンプファイヤー】
会場の「郡山市少年湖畔の村」の
特長を生かし、キャンプファイヤー
を楽しんでもらい、参加者同士の
交流を深めてもらい、思い出を胸
に刻んでもらいました。

【コンサート】
郡山市湖南町横沢地区の全世帯
に案内状を配布し、アコースティック
デユオ「インザウインド」の コンサー
トを開催。ハッカソン参加者と地元
住民が交流する機会となりました。

【プレゼンテーション一般公開】
9月３日付の福島民友新聞広告でプ
レゼンテーション公開を告知。参加者
と地元住民の交流の契機を目指しま
した。

　　【手作り料理で交流】
郡山市湖南町の地域づくり団体「ぐ
るっとｋ湖南・伝承会」の女性会員た
ちが真心のこもった手作り料理で参
加者たちをもてなしました。



プレゼンテーション・審査・表彰式

「ハッカソンキャンプｉｎ猪苗代湖畔」で、２日間にわたるアプリ開発に
挑戦した１０チームのメンバーと、各チームをサポートしたメンターたち

１チーム５分間ずつのプレゼンターションでは、各チームのメンバー
たちが知恵を出し合って制作したアプリの成果が披露されました。
会場は力強いプレゼンテーションで熱気にあふれました。湖南町
横沢地区の三沢利勝区長をはじめ、地元住民の皆さん、ＩＴ企業の
関係者が会場を訪れ、レゼンテーションに目を見張りました。

品川萬里市長が全１０チームのプレゼンテー
ションに耳を傾けました。参加者が、地域づく
りへの貢献を目指してアプリ開発に励んだ成
果を高く評価。「こおりやま広域圏」に目を向
け、プログラミングに挑戦した熱意に感謝の言
葉を述べ、参加者たちと交流しました。

審査員は、福島県情報産業協会顧問の内藤
清吾さん、ＮＴＴ東日本郡山営業支店長の一
井朋和さん、ふくしま逢瀬ワイナリー代表理事
の河内恒樹さん、福島民友新聞社取締役制
作局長の竹田浅昭さんが担当しました。審査
員代表の内藤さんが講評を述べました。

表彰式では、優秀チームに、それぞれ「日本マ
イクロソフト賞」、「福島県情報産業協会賞」、
「ＮＴＴ東日本福島支店賞」　、「公益財団法人
三菱商事復興支援財団賞」、「福島民友新聞
社賞」を贈り、各チームの健闘をたたえました。



プレゼンテーション(学生の部）

１チーム５分間以内で、２日間にわたって取り組んだアプリ開発の成果を発表してもらいました。
発表内容の骨子をご紹介します。

こおりやま広域圏の観光スポット、観光資源を写真をメーンに、短めの文章で紹介する。観光スポットに
行った人や地元住民、写真を載せたい人など、それぞれ自分が撮影した写真も掲載し、紹介できる。
同じ観光スポットでも四季の風景や異なったアングルの写真など何枚でも掲載でき、より魅力発信ができる。
所属：国際情報工科自動車大学校　　福島情報産業協会賞

地域外からのコミュニティの力を活用する「福島仮想住民権」アプリ。ふるさと納税をした県外の人を対象に、
「福島仮想住民権」を発行。所有者はコミュニティに参加できる。アプリでは所有者相互の情報共有、コミュ
ニケーション、返礼品などの生産者とのコミュニケーションができる。
所属：東京電機大学大学院　　三菱商事復興支援財団賞

災害時の相互支援、地域連携が重視される中、災害状況や危険な場所など住民が手軽に共有できるアプリ。
「避難情報」「マップ」「投稿」の三つの項目を設け、地域住民が投稿した災害関連情報をマップや避難、災
害情報に反映する。ニュース報道にも提供できるシステムをつくる。
所属：福島県立テクノアカデミー郡山　　ＮTT東日本福島支店賞

災害時の１７市町村の相互支援、備蓄や避難所の相互利用に貢献。親しい人の安否や避難状況を相互に表
示し、避難誘導に役立てる。位置情報をもとに近くの避難所の場所や収容状況、備蓄情報が確認できる。親し
い人の状況を｢助けが必要」など三段階で相互に通知し、安否を確認。防災マニュアルやチェックリストも掲載。
所属：国際情報工科自動車大学校　　日本マイクロソフト賞

「地域ＳＮＳ」を活用し、子どもたちを守る地域のつながりを形成するアプリ。匿名性、安全を確保しながら、タイ
ムラインを中心に投稿。投稿者マイページを設け、児童相談所などの行政も加える。対応の緊急性などによって
投稿マークを色分け。子どもの声に耳を傾けよって、子どもを支援する大人の社会貢献も可視化する。
所属：国際情報工科自動車大学校　　福島民友新聞社賞



プレゼンテーション(一般の部）

外来カミキリムシが拡大し、果樹の被害や生態系への影響が懸念。外来カミキリを｢見つける目」で、子どもが使
えるアプリ。駆除に必要な「報告」「判別」「共有」の機能を設け、スマホで虫の写真を撮ると、外来カミキリをＡＩ
で判別、共有。外来カミキリ判別ボックスは虫を入れると、センサーで感知し、ＡＩが判別しアナウンスが流れる。
所属：福島コンピューターシステム 三菱商事復興支援財団賞

湖南町の観光資源、景観資源の魅力をアピールし、観光地として発信しながら、観光客誘致につなげるアプリ。
魅力ある湖南町のお店、イベント、景観、湖南そばなどを写真などで紹介しながら、詳細な情報を取得できるシ
ステムを構築。
所属：シンプレクス 福島民友新聞社賞

湖南町の農家取材をもとに、新規就農者とベテラン農家などをつなぐアプリを開発。ベテラン農家に農業のノ
ウハウなどを話してもらい、音声入力としてデータ化して、アプリで共有しながら、蓄積する。新規就農者や農業
の担い手も農業への取り組みなどを入力して共有し、コミュニケーションを深めて世代間交流を進める。
所属：福島情報処理センター　 日本マイクロソフト賞

広域圏の多彩な情報をもとに、ＡＩを活用し自動で記事を作成し、より多くの広域圏の魅力発信に貢献できる。
広域圏内イベントなどの日時や場所、内容を入力すると、情報をもとに、AIがより多くの情報を検索。生成AIが
記事を生成する。一部の地域だけに限定されていた地元の魅力などの情報も、より幅広く発信できるようになる。
所属：エフコム　　ふくしまプログラミング推進協議会賞

地域の事業者を増やし、英語を軸に若者のスキルアップを図る「インバウンドレジャー予約×外国語コミュニ
ケーション機会」を軸にアプリ。外国人の関心が高いツアーを企画し、若者がアルバイトとしてツアーをサポート
し、コミュニケーション。アプリで外国人のツアー参加をアピールしながら、日本人アルバイトの求人も掲載する。
ＮTT東日本福島支店賞

１チーム５分間以内で、２日間にわたって取り組んだアプリ開発の成果を発表してもらいました。
発表内容の骨子をご紹介します。



参加チームのメンバー３２人からアンケートの回答を回収しました。

参加者アンケート結果



プログラミング特別セミナー / プログラミング合宿

郡山市の国際情報工科自動車大学校のチーム「ＷｉＺ_Ｇｉｒｌｓ」が学生部門で日本マイクロソ
フト賞に輝いた。同チームへの”副賞”とともに、デジタル人材の育成を目指しました。

講師 ： 日本マイクロソフト株式会社
Asia Global Blackbelt AI GBB Technology Specialist

           大森　彩子 さん

11月11日・国際情報工科自動車大学校 11月11日～12日・グランデコホテル

  ChatGPTの衝撃、生成ＡＩが拓く未来
 　～ITに関わってゆく学生のみなさまへ～

　生成ＡＩ利用ことはじめ〜チャットボット作成体験～

Ｉ」
　　出席者: 大森 彩子 さん（日本マイクロソフト株式会社）
       　　　　　薄井 彩花さん（国際情報工科自動車大学校2年）
       　　　　　名木 菜緒子さん（国際情報工科自動車大学校1年）
       　　　　　大久保  仁 代表（ふくしまプログラミング推進協議会）

・困難に直面した際、どう対処してきたか
・これまで挑戦してきたことで印象が残っていること
・外資系企業で働くメリットは何ですか。
・理想のエンジニア像と目指すべきキャリア

・エンジニアを目指すためのＡＩ技術の学習方法について
・ＡＩの将来性と、想定される私たちの生活の変化
・ＡＩとセキュリティの関係
・ＡＩ時代において、エンジニアがどのよな道を進むべきか。



資　　　料

福島民友新聞９月９日付・第二社会面

福島民友新聞９月１２日付・三面

ヤフーニュース

福島民友新聞ニュースサイト「みんゆうＮｅｔ」

「ハッカソンキャンプｉｎ猪苗代湖畔」
ポスター

「ハッカソンキャンプｉｎ猪苗代湖畔」
　当日配布パンフレット

福島民友新聞１１月１２日付・二面 福島民友新聞１１月１３日付・１１面


